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換気の難しい空間を紫外線で清浄化します

窓のない会議室 空気がよどみやすい空間

食品工場 オフィス
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紫外線の種類

出典：気象庁ホームページ「紫外線とは」

UV-A (315-400 nm)
大気にあまり吸収されずに地表に到達します。
日焼けなど化学的な作用は小さく、除菌効果も
あまりありません。

UV-B (280-315 nm)
成層圏オゾンにより大部分が吸収され、残りが
地表に到達します。重度の日焼けなど化学的な
作用があり、中程度の除菌効果があります。

UV-C (100-280 nm)
成層圏やオゾンと酸素によって全て吸収され、
地表には到達しません。重度の化学作用があり、
強い除菌効果があります。

★菌対空間は、強い除菌効果のあるUV-C波長のランプを使用しています。
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紫外線の効果
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菌対空間とは

菌対空間内に汚れた空気を吸引し、

UV-Cランプを照射して除菌、きれいな空気を排出します。

汚れた空気を
強力吸引

きれいな空気を
排出

UV-Cランプ
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菌対空間製品仕様

※ランプ交換が可能です。
定格寿命：8000h

ON/OFFスイッチ
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菌対空間設置方法

1,  床から2ｍ程度の壁面に設置し、上下の空気を循環させる。

3,  ドアと換気扇もしくはエアコンの空気の流れに合わせて設置する。

2,  机の間など、人の密集箇所に設置し早期に空気清浄化を行う。

4,  部屋の隅に設置し、よどんだ空気を押し出す。

ご使用時の注意

〇紫外線は目や皮膚に極めて有害なため、視力障害や皮膚の炎症を起こすおそれがあります。
点灯中の紫外線ランプを直視したり、皮膚にあてたりしないでください。

高さ２m

ドア

菌対空間の強制対流により空間に浮遊する菌を効率的に除菌します。

換気扇
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除菌効果のシミュレーション

空気の汚れ
稼働前を100%とした除菌されていない状態

試算条件
・空間の広さ：高さ2.5ｍ×床10m2

・ウイルスAの紫外線感受性値による
・稼働中、空気の流入や流出はないものとする

設置目安は25m3あたり1台

稼働2時間で90%以上除菌
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出入口

床から2.1m の高さで
室内壁面に設置

対象の空間を54㎥で設定し、4時間稼働後に室内の4か所で空気サンプルを採取した。
捕集した空気を一般生菌用培地に100Ｌ衝突させ、25℃48時間培養した後、菌数をカウントした。

＜条件：作業者の出入りあり空調ON＞

A

6 ⇒ 検出なし 100%減小
19 ⇒ 2 89.5%減小

12 ⇒ 1 91.7%減小
９ ⇒ 1 88.9%減小

工場建屋内休憩室54㎥の4か所で平均90%以上菌数が減少した。

B

C D

実空間での浮遊一般生菌数比較検査 １

工場建屋内休憩室
54㎥
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出入口

床から2m の高さで
室内壁面に設置

対象の空間を26㎥で設定し、2時間稼働後に室内の3か所で空気サンプルを採取した。
捕集した空気を一般生菌用培地に100Ｌ衝突させ、35℃48時間培養した後、菌数をカウントした。

＜条件：作業者の出入りなし空調OFF＞

A

133 ⇒ 11 91.7%減小

143 ⇒ 17 88.1%減小

建設現場仮設事務所26㎥の3か所で平均87%以上菌数が減少した。

B C

実空間での浮遊一般生菌数比較検査 ２

建設現場仮設事務所
26㎥

114 ⇒ 22 80.7%減小
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実空間での浮遊一般生菌数比較検査

まとめと考察

現場 人の出入り 空調の運転 稼働時間 菌の減少

工場建屋内休憩室

54㎥ あり あり 4時間 平均90%

建設現場仮設事務所

26㎥ なし なし 2時間 平均87%

・工場建屋内休憩室は、通常の使用条件で十分な除菌効果があり、広い面
積でも稼働時間を増やすことで同等の効果が期待できる。

・建設現場仮設事務所は、人の出入りや外気の影響を受けやすい過酷な工
事現場内であるが、密閉されていれば十分な除菌効果が見られた。

・空間浮遊菌は気流の影響を受けやすいため一般的に密閉空間にて検査を
行うが、今回は建設現場での検査により実空間での効果確認ができた。
「菌対空間」を常時稼働することで空間除菌を促進すると考察する。
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商品比較

菌対空間 紫外線発生機 空気清浄機

方式 紫外線ランプ式
空間除菌装置

紫外線ランプ式
空間除菌装置

加湿・フィルター式
空気清浄機

メンテナンス ランプ交換
※定格寿命：8000h

ランプ交換
フィルター交換

加湿用水補充
フィルター交換

騒音 小さい やや大きい 大きい

重さ 1.7Kg 5~10Kg 10Kg～

工事 なし 大型品は必要 大型品は必要

価格 39,800円 60,000円～ ￥100,000～

「フィルター式空気清浄機」は周囲の汚れた空気や砂埃などにより、メ
ンテナンスの頻度が高くなることが予想される。また、メンテナンスを
怠るとフィルター部にカビが発生する危険性があることから、フィル
ターレスの「UV-Cランプ照射式」による除菌に優位性があると考える。
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